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　SDGｓ（エスディージーズ、持続可能な開発目標）を知っていますか ？
これは、2015年に国連が採択した先進国を含む国際社会全体の2030年に
向けた環境・経済・社会についてのゴールです。
同年12月に採択された地球温暖化対策としての「パリ協定」と両輪になって、
今、世界を大きく変える道しるべとなっています。
社会が抱える問題を解決し、世界全体で2030年を目指して明るい未来を作る
ための17のゴールと169のターゲットで構成されています。

　SDGｓが関係するのはグローバルな取組みだけではありません。
企業が行う事業そのものはもちろん、普段から取り組んでいる節電や節水、
社員の福利厚生など、企業が行う行動すべてがSDGｓとつながります。
今まで取り組んできたエコアクション21を継続・改善していくことで
環境と経済の好循環を生み出すことができるのです。

わたしたちが活動しているエコアクション21とSDGｓのつながり

CO₂排出量の少ない

エネルギーの利用
子育て支援介護支援 リサイクルの推進

節水活動 開発時の配慮 社有林の活用

那須梱包は、持続可能な開発目標

（SDGｓ）を支援しています

「SDGs」って会社と、どう関係があるの？

はじめに
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SDGｓが掲げる17のゴールの紹介

目標：1 貧困をなくそう

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

目標：2 飢餓をゼロに

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、

持続可能な農業を促進する

目標：３ すべての人に健康と福祉を

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進する

目標：4 質の高い教育をみんなに

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、

生涯学習の機会を促進する

目標：5 ジェンダー平等を実現しよう

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の

能力強化を行う

目標：6 安全な水とトイレを世界中に

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な

管理を確保する

目標：8 働きがいも 経済成長も

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の

完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用

目標：7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な

近代的エネルギーへのアクセスを確保する
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目標：9 産業と技術革新の基盤をつくろう

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な

産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標：10 人や国の不平等をなくそう

各国内及び各国間の不平等を是正する

目標：11 住み続けられるまちづくりを

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び

人間居住を実現する

目標：12 つくる責任 つかう責任

持続可能な生産消費形態を確保する

目標：13 気候変動に具体的な対策を

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目標：14 海の豊かさを守ろう

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用する

目標：15 陸の豊かさも守ろう

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な

森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する

目標：16 平和と公正をすべての人に

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての

人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて

効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

目標：17 パートナーシップで目標を達成しよう

持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する
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取組み内容紹介

・終業後の不必要な照明は、速やかに消す

・エアコンの運転時間を、稼働記録表に記入する

・空調機のフィルタ－は、定期的に清掃し空調効率を良くする

・自動包装作業終了後は、速やかにコンプレッサ－の電源を切る

・温水便座の使用後は、便座の蓋を閉め節電する

・室温が、２6℃以下とならないように冷房温度を管理する

・室温が、２2℃以上とならないように暖房温度を管理する

・終業後エアコンは、速やかに切って、節電に努める

電 力（ 省 エ ネ ）

・ゴミ分別方法を理解し、分別収集を実施する

・分別収集したゴミを、計量し記録用紙に記入する

廃 棄 物（ 削 減 ）
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・手洗い時は、過度に水を出さず、節水に努める

水 道（ 節 水 ）

・包装資材を確認し、包装資材違いをなくす

（手直しによるロスと廃棄する資材を削減する）

・ヤレ紙を再利用して、紙の使用量を削減する

・会議資料のペ－パ－レス化で、紙使用量を削減する

・作業手順を守り、販社クレ－ムをなくす

環境に配慮した活動

・エコドライブで、ガソリン使用量を削減する

・走行記録を記入し、燃費の向上に取組む

ガソリン（CO2 排出削減 ）
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ごあいさつ

新アクションプラン（３ヵ年計画）

20世紀は利便性のみを追求した大量生産・大量消費型社会であったと言えますが、

19世紀までの日本、とりわけ江戸時代の日本は、限られた資源を最大限に活かして

経済を維持し、文化を発展させた世界に誇る循環型社会の一つのモデルでした。

今こそ先人たちの知恵を現代に活かし、もう一度今日における新しい循環型社会を

再構築するべき時に来ていると思います。

我々の企業活動あるいは各家庭においても、化石燃料依存率を下げ、水資源の有効

利用を促進し、その他環境負荷を最小限に抑える努力を重ねることが重要であると考

えます。

皆さまの「喜び」と「環境負荷低減」を両立させていくことこそが、我々に与えら

れたミッションであると認識し、今後の企業活動を行ってまいります。

お客様にご満足いただける企業グル－プを目指して

テ－マカテゴリ－

【 Ｐ Ｓ Ｑ Ｃ Ｄ Ｍ Ｅ 】

Ｐ：Productivity（生産性）

Ｓ：Safety（安全）

Ｑ：Quality（品質）

Ｃ：Cost（原価）

Ｄ：Delivery（納期）

M：Morale（士気）

Ｅ：Environment（環境）
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私たちは、すべての関係先と価値観を共有し、

みなさまから必要とされる企業グループであり続けます。

ＮＡＳＵグループ5つの基本理念

2021年6月1日作成

心情

AN

売ります

4 人情

納得

愛情

安心

大切にすること

（ハ－ト）

約束する価値

（バリュ－）  と思っていただける仕事を約束する
信頼 嬉しさ

友情

しっかり 動きます
（スピリット）

基 本 理 念 詳 細 内 容

 決めたことは強い意志を持って行動し、

 最後までやり遂げる
諦めず

 仕事の効率化を生む一番の早道

安全と

明るく

正確さを

基本精神

2

 「頼んで（任せて）良かった」

1

US

にこやかに

納期と

何事も

 サ－ビス品質の基本

 互いに思いやりを持ち気分よく過ごすことが
3

5

 人との関わりのうえで、忘れてはならない

 大前提条件

（スロ－ガン）

日々果たすべき使命

（ミッション）

心がけること
素直に 美しく

 提供しなければならない

今日も一日、ミスなく、

事故なく、頑張ろう！
オー！！

企業も個人も社会から選ばれる理由を持たなければ存続は難しい。

存続できる価値を持ち続けるためには、地域社会、株主様、お客様、取引先様、職場、

ご家族など、すべてのステ－クホルダ－（利害関係者）との関係を大切にし、社会から

必要とされる存在でなければならない。

＜グル－プビジョンの意味＞

ＮＡＳＵグル－プ70周年を機に、より一層みなさまのお役にたてるよう、

今後我々が変えてはならない価値観を共有し、従業員一人ひとりが

自らの考えで行動できるようにグル－プとしての指針をここに定める。

     ＮＡＳＵグループ指針

グループ指針

ＮＡＳＵグル－プ5つの基本理念

ＮＡＳＵグループビジョン（ありたい姿）
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 1．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守し環境負荷を低減させます。

 2．省エネ活動により二酸化炭素排出量の削減に努め、限られた資源を大切にします。

 3．廃棄物の分別をおこない、発生を抑制するとともに、リサイクル資源として、
      循環型社会再構築に寄与します。

 4．節水活動により水使用量の削減に努め、水資源を有効に利用します。

 5．化学物質を利用する業務が発生した場合は適正管理します。

 6．生産性向上と人づくりに努め、企業価値向上を目指します。

 7．地域の環境イベントに参加し、自然環境を保護します。

改定日： 2020年3月5日
制定日： 2017年6月1日

代表取締役社長 那須善行

環境経営方針

〈環境保全への行動指針〉

〈環境経営理念〉

私たちは「環境負荷の低減なくして企業の発展なし」のスローガンのもと、環境

負荷低減に向けた継続的改善を行ない、かけがえのない自然環境の限られた資源を

大切にしながら、持続可能な社会に向けて、皆さまに喜んでいただける企業活動を

行ってまいります。

10



更新日：2022年7月1日

 売上高 百万円 2022年6月現在

※ 部品センターは認証の範囲外とするため床面積は含まない。

※ 部品センタ－は他社建物内業務のため活動のみとする。

 従業員数　　　　　

 梱包作業及び、倉庫内作業の請負い業務

（５）事業の規模

（取引き先敷地内のため、活動のみ）

（１）名称及び代表者名

 名　 称 ：那須梱包株式会社

 代 表 者：代表取締役　 那須 善行

（2）所在地

 西 宮 合 同 支 社 ：兵庫県西宮市山口町阪神流通センタ－１番６５号

 西宮包装センタ－：兵庫県西宮市山口町阪神流通センタ－１番６５号

 西宮開発センタ－：兵庫県西宮市山口町上山口１３６５番１号

 西宮部品センタ－：兵庫県西宮市山口町阪神流通センタ－１番７８号

（西宮外販センタ－から名称変更）

（本社機能担当、西宮包装センタ－と同住所）

（８時間勤務換算）

 延べ床面積　　　

開発センタ－
6名
6名

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

 責 任 者：取締役常務執行役　 本部長　 長谷 基幸　☎ 078-597-6623

 担 当 者：事業戦略ユニット 　主担当　 川崎 千郎　☎ 078-597-6623

270名
203名

4,539㎡

部品センタ－
119名
102名

8,863㎡

包装センタ－
145名

95名
3,997㎡ 542㎡

（従来通り）

（４）事業内容

合計
988

（６）事業年度

 6月1日～5月31日

組織の概要
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登 録 組 織 名 ： 那須梱包株式会社

対 象 事 業 所 ： 西宮合同支社・西宮包装センタ－

西宮開発センター（旧西宮外販センタ－）

対 象 外 ： 西宮部品センター

（他社 ISO14001取得済み、活動のみ対象範囲に含む）

本社ビル（グル－プ会社に業務委託）

（本社機能は、西宮合同支社で運営）

活 動 ： 包装作業及び倉庫内作業の請負業務

認証・登録の対象組織・活動

沿 革

昭和60年 那須梱包株式会社として業務開始

代表取締役に那須史朗が就任

昭和62年 兵庫県西宮市山口町に西宮営業所を開設

平成14年 代表取締役に那須善行が就任

代表取締役会長に那須史朗が就任

平成15年 大阪府池田市満寿美町に本社を移転

平成16年 公益社団法人日本ロジスティクス協会入会

平成18年 兵庫県西宮市阪神流通センター内にロジスティクスセンター

開設

平成27年 兵庫県西宮市阪神流通センター内に西宮合同支社を開設

平成30年 エコアクション21認証登録【認証番号：0012315】

令和4年 西宮開発センタ－開設

令和5年 西宮外販センタ－を西宮開発センタ－に変更
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※他社建物内のため活動のみとする

全国の販売会社

へ！

一部海外向け！

■西宮開発センタ－

包装

■西宮包装センター

包装

■西宮部品センター

入庫

出庫

■各部品製造メーカー

■用品メーカー

事業や業務内容の紹介

事業の概要

西宮包装センター 包装全般

西宮部品センター

出庫

入庫

西宮開発センタ－ 包装（小物部品）

業務イメ－ジ
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更新日：2022年7月1日

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営資源の準備
・環境経営目標・環境経営計画書の承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境経営システムの推進、維持、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表の承認
・環境経営目標・環境経営計画書の確認
・環境経営レポートの確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理責任者の補佐、エコアクション 推進会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェック
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の最新版管理と遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

※西宮開発センターは旧西宮外販センタ－

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加

役割・責任・権限

環境管理 責任者

事業戦略ユニット

川崎千郎

髙橋昭雄

谷口 昌央 殿垣 幸宏 木村　一夫
（活動のみ）

平塚　雄治

西宮開発センタ－ 西宮部品センタ－

EA部門長

役割・責任・権限

副部門長 役割・責任・権限

吉田ＧＬ
加藤ＧＬ
宮本ＧＬ

・エコアクションの実行委員と
してEA部門長を補佐し自部署
の活動・推進に努める

全従業員
役割と責任

EA部門長

谷口昌央

殿垣幸宏

木村一夫

平塚雄治

役割・責任・権限

取締役常務執行役

長谷基幸

環境事務局

役割・責任・権限

内部監査チーム

代表者
役割・責任・権限

取締役社長

那須善行

内部監査機関

審議・評価機関 役割・責任・権限

EA部門長 EA部門長 EA部門長

エコアクション
推進会議

西宮包装センタ－ 西宮合同支社

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

セット包装

宮本ＧＬ

中物包装

加藤ＧＬ

小物包装

吉田ＧＬ
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2023年6月現在

※一般廃棄物排出量には、再資源化量も含みます。

※ LPG使用量は、未使用のために目標から省く。
基準年変更理由：開発センタ－開設による基準年度統一のため

CO2排出係数 0.353 0.428 0.428
電力会社 リコージャパン リコージャパン リコージャパン
採用年度 2015年度 2019年度 2019年度

94%

40%

881

9,493

基準値 2022年

基準年度比

90%

2,710 1,170

14,838 14,655

kg 1,530

15,359

総排水量

〇
900

139
70%

項　目 単位

〔産業廃棄物排出量〕

〔一般廃棄物排出量〕 kg

㎥ 937

廃棄物排出量

1,519

147,056

856

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 133,565 147,949

電力利用による
CO2の排出削減

101% 96%

〇

基準年度比 2021年 98% 91% 96%

kg-CO2 11,658 11,424 10,432

94%

2021年

2

基準年度比

94%

0%

自動車燃料による
CO2排出の削減

（目標） （実績） （目標） （目標）

80%

一般廃棄物の削減
kg

4

96%

9,303 9,630
✕

9,113 8,923

60%

販社クレ-ムの削減
（部品センタ－）

件 5
〇

3

基準年度比 2021年

11,191 10,958

基準年度比 2021年 98% 89%

2021年 98% 100% 96% 94%

133,566 136,624kg-CO2 136,291
✕

130,840 128,114

0

198 178 145
〇

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

158包装資材違いの削減
（包装センタ－）

件
73% 80%

2020年 2021年 2022年

評
価

2023年 2024年

（基準年）

行動目標生産性の向上と人づくり

CO2排出の合計
kg-CO2 147,949 144,990 147,056

✕
142,031 139,072

基準年度比 2021年 98% 99% 96% 94%

2021年 98%基準年度比

水道水の削減
㎥ 937 918 856

環境経営目標及びその実績

主な環境負荷の実績
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①電力による二酸化炭素排出量の削減

６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月
前年度 26953 36441 32881 30423 19648 19093 28079 31918 36607 26962 15098 14335

# 28070 39119 35961 32740 15544 15362 33581 32992 36782 22019 13615 13431

累計実績 28070 67189 103150 135890 151434 166796 200377 233369 270151 292170 305785 319216

目標 26414 62126 94350 124164 143419 162130 189648 220927 256802 283225 298021 312069

・空調温度の適正化推進（全社）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

○

・空調機フィルターの定期的な清掃（全社）

・終業前の空調機電源オフ（全社） ○

電力使用量の削減取組み

数値目標

・包装C物量が10％増加した分電力使用も増え目
標未達となったが、ＣＯ2の売上げ原単位評価で
は、11月に包装機を導入したことや環境意識の向
上などから前年度を下回ることが出来た。
・次年度は、引続き電力使用の削減や効率化など
を行い、さらなる削減に向けて取り組む。

○

・温水便座のふた閉め活動（全社）

達成状況

×

○

・エアコン稼働時間の把握（全社)

開発C作業場照明のLED化包装C外テント照明のLED

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内

数値目標 ： ○達成 ×未達成

活 動 ： ◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×できなかった

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

電力使用量（全体）

前年度 2022年 累計実績 目標

ｋｗｈ ｋｗｈ

空調も影響して

るみたいだね。
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ガソリン使用量グラフデ－タ
６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月
419 507 390 368 481 433 490 375 468 396 381 318

382 482 353 477 350 377 351 301 360 362 381 319

382 865 1218 1696 2046 2423 2774 3074 3434 3796 4178 4496

410 907 1290 1650 2121 2545 3025 3392 3851 4240 4613 4924

○

○・訪問先の日時調整と効率的ルートの選択（支社）

・車両入替え時のガソリン残量削減（支社）

累計実績
目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・ガソリン使用量は、開発Ｃの新設に伴い日々の
運搬や送迎で社用車の利用が増加した。その一方
で、遠方へはハイブリット車の優先使用や乗合せ
などで給油量の削減効果に繋がった。次年度につ
いても、更なるガソリン使用量の削減に向けて取
り組む。

○

②自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

前年度

2022年

・エコドライブの推進（全社）

・乗合せによる社用車使用の削減（支社）

数値目標

ガソリン使用量の削減取組み

○

○

達成状況

ハイブリット車が

活躍したね～
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ガソリン使用量

前年度 2022年 累計実績 目標

ℓ ℓ

エコドライブ講習（VTR）

ハイブリット車による燃費向上
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③一般廃棄物の削減

一般ごみ排出グラフデ－タ
６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月
757 805 653 796 800 825 834 744 717 966 879 717

930 979 748 781 714 877 882 590 772 904 824 630

930 1909 2656 3437 4152 5029 5911 6501 7273 8177 9001 9630

742 1531 2171 2951 3735 4543 5360 6089 6792 7739 8600 9303

×

△

○

・分別状況の確認（包装C） ○

数値目標

前年度

累計実績
目標

2022年

・分別によるリサイクルの徹底（全社）

×

・廃棄物削減に向けた納入形態の変更依頼（包装C）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況

・リサイクル分別の確認フォロ－（全社）

・今年度は、物量が10％増加したが、一般廃棄物
量は1％程度の増加となった。これは新人の教育
フォロ－や個別の分別指導に加え資材間違いの減
少によると考えられる。
・次年度も引続き新人の教育フォロ－や個別指
導、納入形態の改善などを行い一般廃棄物の削減
に取組む。

一般廃棄物量の削減取組み

大型分別ごみ箱を作成設置判り易い分別表示
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

千
一般ごみ排出量（全体）

前年度 2022年 累計実績 目標

ｋｇ ｋｇ

廃棄物の出ない職場

にならないかな。
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④水道水使用量の削減

水道使用量グラフデ－タ
６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月

164 152 176 148 149 148

147 132 146 139 142 150

147 279 425 564 706 856

161 310 482 627 773 918

・節水の注意喚起や漏水防止策、トイレの擬音装
置の設置などにより目標達成したと思われる。・
水道使用は、手洗い・トイレに限られるため在籍
時間で左右されがちになるが、節水や漏水の早期
発見で水道量の削減に努める。

数値目標

・節水活動の啓発強化（全社）

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

目標

・手洗い時の垂れ流し削減（全社）

2022年

○

○

達成状況水道使用量の削減取組み

・漏水の確認（開発C） ○

前年度

累計実績

垂れ流し防止の注意喚起
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

水道使用量（全体）

前年度 2022年 累計実績 目標

㎥ ㎥

ムダ遣いをなくそうね～

女子トイレに擬音装置設置
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⑤生産性の向上と人づくりの活動

・「環境の誓い」を3カ月毎の自己評価に変更し
たことや安全品質キャンペ－ンの実施などが意識
レベルの向上に繋がったと考えられる。また、作
業体験実習から障がい者の雇用に繋がったこと
や、新型包装機の導入から障がい者の作業レベル
を向上することが出来た。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・安全Ｇ会合の開催（1回/月）－安健練 ○

・品質会議の開催（1回/月）－安品練 ○

・QCサークル活動 ○

・安全環境パトロ－ル ○

・環境の誓い-自己チェック ○

生産性の向上と人づくり 達成状況

・障がい者雇用の促進－健新 ○
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◆包装センタ－

資材違い発生件数グラフデ－タ
６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月
14 30 14 27 5 15 13 17 16 21 16 10

11 13 13 13 7 15 7 9 18 17 14 8

11 24 37 50 57 72 79 88 106 123 137 145

12 39 52 76 81 94 106 121 135 154 169 178

資材間違い削減の取組み

○

達成状況

累計実績
目標

前年度
2022年

○・作業観察（名/日）―品練

・検知力テスト（名/日）―品練

○

数値目標

・訓練道場での教育

○

×

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・新人の個別指導やフォロ－に加え、資材確認用
のスケ－ル設置などを行った結果が資材間違いの
減少に繋がったと考えられる。
・次年度も引続き個別の指導・作業観察・間違え
ない仕組み作りなどを行い更なる削減に取り組
む。

・包装資材共通化の促進　　　（アイテム数）

引出し内の資材保管容器に蓋を設置 資材確認用のスケ－ルを設置
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

資材違い発生件数

前年度 2022年 累計実績 目標

件 件
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◆部品センタ－

販社クレ－ム発生グラフデ-タ
６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月
1 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 1 2 2 2 3 3 3 4

2022年
前年度

・検知力テスト―品練

販社クレ－ム削減の取組み

累計実績
目標

・1年間を通じて販社クレ－ム0件を達成すること
が出来た。これを維持し次年度は、販社クレ-ムに
繋がる工程内不具合に対しても取組み、更なる品
質向上を目指すことで効率化や省エネに繋げる。

・作業観察―品練

数値目標

達成状況

○

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

・過去トラブル事例教育の実施－品練 ○

エラ－発生時の解除に制限を設 過去のトラブル事例の教育風景
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5
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3

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

販社クレ－ム発生件数

前年度 2022年 累計実績 目標

件 件

1年間クレ－ム

0件は凄いね～
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・休憩室で発火
・参加者：75名
・火災予防ＶＴＲを視聴（7名）
（コンセント火災）

・避難完了までの時間
（７分５０秒）

手順書の変更の必要性

□あり ☑なし

 

・日々の危機管理意識の大切さ

見直す点

・雨天の中でも迅速な避難が出来たこと
・職場防災隊の各班の連携が出来ていたこと
・コンセント火災の怖さを学べたこと（VTR視聴）

良かった点

■包装センター 防災避難訓練（実施日：2022年9月27日）

火災の発生から警報発報、初期消火、119番通

報、館内放送、避難完了までの訓練を行った。

また、火災予防講習会（消防署）を実施。 ① 災害対応の向上・強化

② 被害の軽減

訓練目的

●訓練の評価・見直し・手順書の変更の必要性

安 練緊急事態対応訓練

初期消火訓練 火災予防講習避難訓練
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[1]　適用となる主な環境関連法規制

◆法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

確認日

[2]　遵守状況評価結果並びに違反、訴訟等の有無

（1）遵守状況評価結果について

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規性等は遵守されていました。

（2）違反、訴訟等について

違反、関係機関等からの指摘、地域住民からの苦情も訴訟等も過去ありませんでした。

2023年6月12日

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法

適用される法規制 評価

顧客要求事項 ○
顧客調達ガイドライン（2016年12月発行）
顧客仕入先CSRガイドライン（2020年1月発行）
調査票

○

―

フロン排出抑制法 ○

消防法 ○

空気圧縮機（該当機なし）

空気圧縮機（該当機なし）

第1種特定機器（業務用空調機）

防火管理者・消火器

騒音規制法 ―

振動規制法

一般廃棄物（分別によるリサイクル）
産業廃棄物（混合廃棄物、廃水銀使用製品等）

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、

並びに違反、訴訟の有無
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実施日：

【評価結果】

【経営視点】

【今回の取り組み結果からの変更等の有無】

実施体制

環境経営方針 ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 変更なし☑

2023年7月31日

【今回の評価結果と今後の経営視点】

☑ 変更なし

□

□

□

変更あり

変更あり

変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示

今年度は「作業品質の向上」→「作業効率の向上」→「環境負荷の低減」の好循環

の定着こそがエコアクションの最重要課題であるという意識を持って活動を続けた結

果、年度末にNASUグループ全体で行なった「安全・品質キャンペーン」において、

那須梱包の全部署が目標達成することができた。これは職制者をはじめ従業員や協力

会社様全員の意識の高さと、それを維持していく努力を続けた結果に他ならない。世

界的な潮流としてSGDsに対する企業責任が問われている中、多くの関係者が共通の

目標に対してお互いに協力して目標達成できたことは大きな成果だと言える。また、

何より喜ばしいのは「エコアクション」という活動を通して定着してきた周囲や後工

程への思いやり・気遣い、すなわち「自工程完結」の実践により結果が出せたことで

ある。今後も「ヒト（周り）に優しい＝地球に優しい」という意識を持ってエコアク

ション活動を継続していくことが、我々が携わる事業全般の改善活動そのものという

認識に立って活動を続けていきたい。

2022年度は、安全・品質・納期等お客様から信頼されるために欠かせない取組み

について成果をあげることができた一年だった。これはエコアクションの活動を通じ

て従業員一人ひとりの意識が向上したことによるものと見ている。つまり出庫作業や

包装作業のミスをただ単に無くせば良いという漠然とした認識ではなく、そのミスを

無くすことが「資源のムダの排除」という身近な出来事と関連があることに気付くこ

とによって、「なぜ？」の部分がより具体性を持って理解されるようになったためで

はないかと思う。今後もエコロジーという比較的身近な話題と結びつけることによっ

て、より大きな課題の解決に繋げていけるよう努力していきたい。もう一つの成果は

新型自動包装機の導入により健常者・障がい者の区別なく一定の生産性を維持できる

ようになったことが挙げられる。これは作業の方法や環境の適正化により、工程の簡

素化と効率化を同時に実現できたことが主な理由である。次なる目標として、より各

人の特性に合った個別開発を重ねることで更に効果を定着させていきたい。さらに今

後は従業員達が自身のキャリアアップに関心を持つことが重要と考え、グループ内に

おいてもリスキリングや学び直しの機会を創出しながら新しい事業領域への進出も積

極的に推進していきたい。最近では生成AIが世間の耳目を集めているが、今後の情勢

の変化は冷静に注視しつつ、作業負荷軽減のための協働ロボットの導入などと併せ最

新の技術をうまく活用しながら、あくまでもヒトが使う道具の一つとしてヒトとの協

業をいかに実現できるかを見極めながら活用していきたい。
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◆ 安全な応職場環境-1 安 練健 新

関連SDGｓ

これまでの活動の紹介

ディスタンス

予防って大事なんだね！

コロナ対策で、体調を

壊す人が少なかったね

〈 注意喚起と消毒 〉

手指消毒の注意喚起

食堂に除菌装置を設置

検温器と消毒器

飛沫防止パーテーションの設置

〈 感染症予防 〉
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◆ 安全な職場環境-2 練安健 新

〈 歩車分離遮断機の設置 〉

フォ－クリフトと作業者が交差する場所に、

片方の遮断機が上がると、もう片方が降りてくる

◆ 安全な職場環境-3 練安健 新

〈 防風・防寒対策 〉

風が吹き抜ける箇所に防風シートを設置

関連SDGｓ

関連SDGｓ
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◆ 環境の誓い 練品 新安健

◆ 障がい者雇用の講演 新健 練安

関連SDGｓ

「企業における障がい者雇用の実際」と題し、弊社の障がい者雇用の取組み

など再現VTRと合わせ「兵庫障がい者職業センタ－」で行わせて頂いた。

従業員に個人の年間取組み目標を自己宣言して貰い、3か月ごとに自己評価の結

果を「宣言」に表示することで環境活動への意識向上と定着を図る。

関連SDGｓ
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◆ 開発センタ－開設 新健 練安

障がい者向けの作業場として開発センタ－を開設。

関連SDGｓ

◆ ＷＥＢ会議の運用 練安健 新

関連SDGｓ

外部講習会・セミナ－社内会議

〈 オンライン会議の活用 〉
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◆ 小学校の安全立哨活動 安 練 新

「こども見守り隊」 い ざ 出 動 ！！

那須梱包では社員で当番を決め、

月曜日と金曜日に地域の小学校の

通学路で安全立哨活動を積極的に

行っています。

◆ 地域貢献活動 安 練品

毎月町内会の清掃活動に参加

関連SDGｓ

関連SDGｓ

地元中学生や地域の方々と有馬川のクリ－ン作戦に参加（ホタル生息
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◆ 地元地域応援

関連SDGｓ

独立リ－グ（野球）の応援

活動としてチーム名入り自

動販売機を包装センタ－と

開発センタ－に設置

◆ エコキャップ・プルタブ運動 健 新練

プルタブ回収ボックスペットキャップ回収ボックス

関連SDGｓ

エコキャップ推進協会へ16.5㎏を寄贈し約51.97kg/CO2（焼却処分時）削減に貢献

永年ににわたり社会福祉施設へ就

労事業の振興と進展に貢献したと

全国社会就労センタ－評議会様よ

り特別感謝状を頂く
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◆ 内部監査・更新審査 練品 新

安全環境パトロ－ル

更新審査風景

関連SDGｓ

◆ 安全標語・品質標語 品安 練 新

従業員の応募作品から優秀作を選定し表彰・掲示

関連SDGｓ

安全標語優秀作品品質標語優秀作品
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◆ 自然との共生 健 練 新安

〈 生物多様性 〉

どんぐり苗の育成

メダカの育成 コバノミツバツツジの発芽・育

成にチャレンジ

西宮市広田神社境内に群落

（県指定記念物）

〈 部品センター植樹活動 〉

どんぐり苗の植樹植樹活動への参加

関連SDGｓ
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◆ 教育・研修・講習会 練品安健

那須グループでは、社会人としての常識とやりがいを持ち活躍で

きる人財育成のために、教育や研修・講習会活動を行っています。

入社後は会社概要を知ることから始まり、社会人としてのマ

ナーや

＜各種研修会活動＞

関連SDGｓ

新入社員研修 新入社員研修

ハラスメント講習会 メンタ－研修

QC活動成果発表会 3年ぶりの社員大会
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ナスメイト写真25～28

◆ Ｎasu‐Ｍateの発行 練 新

３か月ごとに社内出来事などを発信する社内報

◆ 環境活動の掲示 練品

環境活動掲示板
・認証登録票

・環境経営方針

・組織と役割

・取組み内容

・環境目標

・ＳＤＧｓとの関係

・取組み実績の掲示

・活動レポ－トなど

関連SDGｓ

関連SDGｓ
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